
図書館から発信する医療情報 

－患者会と行う「がん教育」- 

 

彦田かな子 1) 藤坂康司 2) 

1) がん哲学外来メディカルカフェシャチホコ記念 2) 名古屋市志段味図書館 

 

今年度、名古屋市守山区にある名古屋市志段味図書館では「がん哲学外来メディカルカ

フェシャチホコ記念」と共催で、4 月より毎月１回全 12 回のがんに関する連続講座「みん

なのがん教室」を開催しています。毎回、がん当事者や、教育関係者、医療や福祉の専門

家のみなさんをお招きして直接お話を伺います。そしてがんについて正しい情報を得る大

切さを地域の方にお伝えしています。3 月に開催したプレトークイベントもあわせて、5 月

時点で 3 回開催しています。これまでの参加者は小学 4 年生のお子さん連れの親子から、

70 歳代の男性までと幅広い世代の方がいて、講師の話のあとには、毎回交流会の時間を設

け、参加者からの質問や、がんに関する思いをを語り合う場になっています。 

誰でも気楽に利用できる公共図書館での開催は、学校でのがん教育や、患者会などの当

事者の集いとも違う、幅広い市民の参加が可能です。公共図書館の利用のしやすさを活か

した「みんなのがん教室」の実践について中間報告をいたします。 

 

 


